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「現代の国語」 「書くこと」の学習過程と指導事項

研究概要

目 的 家庭科、技術・家庭科の授業において，主体的・対話的
で深い学びの実現に向けて、情報端末をどの場面でどの
ように活用していくべきか、技術・家庭科ならではの情報
端末を活用した授業案を作成し、家庭科、技術・家庭科の
授業における効果的なＩＣＴ活用を促進する。

内容・方法 •どの端末でも使用可能な様々なツールの他、各内容で
フリーで利用できるアプリケーションの紹介や実習教室
のＩＣＴ化についてまとめていく
•優れた実践事例を紹介し、さらなる授業活用への改良
や提案を行っていく

家庭、技術・家庭グループ



学習活動と活用アプリ技術分野における「主体的・対話的で深い学び」

①社会や生活の中から、問題を見いだして課題を設定し、見通し
をもって解決のための学習に取り組み、評価・改善して、新たな
課題に主体的に取り組む態度（主体的な学び）
②他者と対話したり協働したりする中で、自らの考えを明確にした
り、広げ深めたりする学びのことで、技術分野では製品の開発
者が設計に込めた意図を読み取ること（対話的な学び）
③主体的な学びの具体的な学習プロセスの中で、「技術の見方・
考え方」を働かせながら課題の解決に向けて自分の考えを構
想したり、表現したりして、資質・能力を獲得する学び（深い学
び）とされている。

中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 技術・家庭編より



技術・家庭科（技術分野）の指導におけるＩＣＴ活用について

技術分野の学習過程の中で、「主体的・対話的で深い学び」の視点で、効果的にＩＣＴを活用
していくことが求められています。

・技術に関する原理や法
則、基礎的な技術の仕
組みを理解するとともに、
技術の見方・考え方に気
付く。

既存の技術の理解

・生活や社会の中か
ら技術に関わる問題
を見いだし、それに関
する調査等に基づき、
現状をさらに良くした
り、新しいものを生み
出したりするために解
決すべき課題を設定
する。

課題の設定 ↑
 

過
程
の
評
価
と
修
正↓

・課題の解決策を
条件を踏まえて構
想（設計・計画）
し、試行・試作等を
通じて解決策を具
体化する。

技術に関する科学
的な理解に基づい

た設計・計画

↑
 

過
程
の
評
価
と
修
正↓

・解決活動（製作・
制作・育成）を行う。

課題解決に向けた
製作・制作・育成 ↑

 

過
程
の
評
価
と
修
正↓

・解決結果及び解
決過程を評価し、
改善・修正する。

成果の評価

・技術についての概念の
理解を深め、よりよい生
活や持続可能な社会の
構築に向けて、技術を
評価し、選択、管理・運
用、改良、応用について
考える。

次の問題の解決の視点

情報の提示 学びの記録の活用

協働での意見の整理（意見の共有、比較検討）

他校の児童生徒、社会人、外国の人々との交流

協働製作・制作

発表（プレゼンテーション）や話し合い

解決策の最適化 最適化の評価と改善

技術分野の学習過程自ら解決したい、解決しなければならな
いと思える課題（主体的な学び）

自分の成長を自覚させる
（主体的な学び）

「見方・考え方」を働かせて問題をみいだ
して課題を設定し、解決する（深い学び）

「話す」ことで思考を整理し、深める
（対話的な学び）

「聞く」ことで、他者の思考を追体験し、思考
を広げる（対話的な学び）

中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 技術・家庭編より



技術・家庭科（技術分野）の指導においてICTを活用する際のポイント
「シミュレータ」「AI技術」の利用

【お掃除ロボット】
（Scratch3.0）

【ChatGPTによるPyｔｈonでのコード作成】

生成AI活用例（プログラムコード作成）

各内容の項目（１）では、調べる活動を通して技術の見方・考え方に気付かせるとともに、自ら解決したい、解決
しなければならないと意欲を喚起することが大切です。1人1台端末の配付により、活用機会は増えています。

動画コンテンツは、これからの社会に必要な技術について疑似体験でき、様々な疑問を切り口に、各内容で扱
う題材につなげていくことができると考えられます。言葉では伝えにくい具体像を効率的に共有できるという点で
も有効です。【見方・考え方】【課題の設定】【主体的な学び】

実物の動きを観察させたり、動きや形を実際に再現してみたりすることで、製作の意図を読み取らせたり、開発
者の疑似体験をさせたりすることがきます。３DCADなどのシミュレータを使うことで、あらゆる分野の学びで技
術の見方・考え方を働かせて設計・計画を最適化する活動が可能です。【対話的な学び】【主体的な学び】【設
計・計画】

シミュレータの例（最適化の評価と改善）

【CAD】 【電気回路】
（Tinkercad）



「課題発見」「課題解決」と「評価・改善」にICTを活用

【スプレッドシートで作成した栽培記録簿】
（Google workspace for Education）



実践事例紹介の充実について

【スプレッドシートで作成した栽培記録簿】
（Google workspace for Education）

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1369613.htm（2024..11.15）



実践事例紹介の充実について



実践事例紹介の充実について

表計算ソフトを利用して、撮影した写真や動画を使って、
デジタルの記録簿を作成することで、作業を振り返って
評価し、改善する活動につなげることができます。例えば、
生物育成において、作物の育成状況や作業時間、経費
等も含めて記録していくことで、自らの取組の効果を確
認したり、必要に応じて改善したりすることが容易となり
ます。【主体的な学び】【深い学び】【評価】

表計算ソフトのグラフを作成する機能を使うことで、技
術の見方・考え方を働かせて、製作品を多様な視点で評
価することができ、改善策を検討する活動を行うことがで
きます。例えば、グループで開発した製品のモデルを、性
能、経済性、環境負荷等の視点で評価し、その結果を
レーダーチャートで表すことで、グループで改善策を検討
することが容易になります。【対話的な学び】【深い学び】

【スプレッドシートで作成した栽培記録簿】
（Google workspace for Education）

【スプレッドシートで作成した製作品の検討シート】
（Google workspace for Education）

「スプレッドシート」や「スライド」を使うことで、協働編集も容易に進められます。
デジタルポートフォリオは評価する際にも、有効な記録となります。



一人一台端末を活用した「プログラミング学習コンテンツ」の利用

社会で利用されている Web 上のサービスの多くが双方向性のあるコンテンツのプログラムです。ショッピング
サイトや乗換案内など、社会での必要性がますます高まっている技術です。 技術科では「ネットワークを利用した
双方向性のあるコンテンツのプログラミングによる問題解決」を分かりやすくするため、三つに分けて考えてみま
す。1人1台端末の普及によって様々なコンテンツの活用の幅が広がり、簡単なAI活用や機械学習・ディープラー
ニングを活用した学習も可能になっています。【見方・考え方】【設計・計画・制作】【主体的な学び】【深い学び】

ネットワークを利用した

コンピュータ同士で相互に通信でき
ることが求められます。どのような通信
方法を用いるという規定はないため，
インターネットに限らず、校内LANや特
定の場所に限定したネッ トワークでも
構いません。

双方向性のあるコンテンツ

コンテンツとは、デジタル化された文
字や画像などを人間にとって意味の
ある情報として表現したものです。使
用者のはたらきかけ（入力）を処理し、
異なる応答（出力）をすることが双
方向性です。

プログラミングによる問題解決

実現したいことや問題点を発見し、技
術の見方・考え方を働かせながら，プ
ログラミングによって問題を解決します。
様々な有料・無料コンテンツがあり、そ
れらコンテンツやAI活用によって深い
学習が可能になっていきます。

コンテンツを利用することによって、チャットボットの活用や簡単な画像認識のプログラミングも可能です。今後はAIを活用した課題解決もプログラミング学習の
コンテンツの一つになると思います。



学習過程 学習活動 活用アプリ

題材の設定
情報の収集
内容の検討

・3DCAD を使用することで、新たな課題の発見や
試行錯誤ができるなどの有効性がある
・電子回路のシミュレーションを行うことで、LEDの
点灯・消灯やセンサー利用の試行錯誤ができる。
・AIを活用した情報収集や課題設定、コード作成

Tinkercad AIアプリ

構成の検討
考えの形成
記述

・３DCADで作成したモデルを、３Dプリンターやレー
ザーカッターで具現化し、構成や工夫点を吟味検
討することができる。
・協働的な活動を通して、深い学びを探究する。

Tinkercad ロイロノート

推敲
共有

・製作物や作成回路を共有し、改善点を明確化する。
・改善点を踏まえて設計・計画を修正する。
（Jamboardは２０２４年末に提供終了。FigmaやCanva等他
のホワイトボードアプリに移行が必要）

Classroom ふきだしくん

学習活動と活用アプリ技術・家庭分野における「主体的・対話的で深い学び」



（2）生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだして課題を設定し，
解決策を構想し，製作図等に表現し，試作等を通じて具体化し，実践を評
価・改善するなど，課題を解決する力を養う。

ICT活用例① TinkerCad（オンライン3Dモデリングアプリ）

・生徒一人ひとりが自分
なりの工夫を反映させる
ことが可能

・「STLデータ」や「G
コード変換」することで、
→３Dプリンタ
→レーザーカッター
加工もできる
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ICT活用例② エネルギー変換分野 TinkerCad（電子回路シミュレータ）

点灯

または

破壊・燃焼・設計・計画段階で、試
行錯誤を繰り返し、何度
も失敗、再挑戦ができる。
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ICT活用例③ 生成AIの授業活用

みんなのコード みんなで生成AIコード 教員アンケートより



ICT活用例③ 生成AIの授業活用

生成AIによる生徒へのコメント作成



ICT活用例③ 生成AIの授業活用

生成AIによる生徒へのコメント作成



ICT活用例④ 内容D 情報の技術と各内容の連動性について



内容Ｂ 栽培の技術「植物工場について考える 育成環境の制御」

異常気象や就農人口の減少、肥料などをはじめとしたサプライチェーンの混乱などか
ら、AIやIoTを活用したスマート農業に注目が集まっている。生物育成の管理作業，育
成環境の調節など，生物育成の技術を最適化して，生物育成の問題解決のための学
習について、植物工場を例にして班活動を通して行った。

実際の題材の流れ

活動内容
①ペットボトルを使ったリーフレタスの栽培を４月から７月にかけて実施。
②条件を与えた課題設定をし、マイクロビットを使って、リーフレタスの水耕栽培を実施。
〇マイクロビットを使うときの条件
・班員４名で実施し、全員がマイクロビットを使うこと
・無線の機能を使用すること（双方向のプログラミングの経験を活かすため）
・計測できるものは、マイクロビットについているセンサ

ICT活用例④ 計測・制御の授業活用



・計測できるものは、マイクロビットについているセンサと水位センサ
・制御できるものは、LEDテープ、ウォーターポンプ、マイクロビットの
LEDとスピーカー
・フルカラーLEDはリーフレタスの生育状況に応じて色を変えたり、
明るさを変えたりする。

実際の生物育成の様子

色とりどりに光るLEDライト

ICT活用例④ 計測・制御の授業活用



一連の学習過程の中で効果的にＩＣＴを活用する

生活の課題
発見

解決方法の
検討と計画

家庭・地域
での実践

生活を見つめ，生活の中から問題を見いだし，解決すべき課題を設定する場面

生活に関わる知識及び技能を習得し，解決方法を検討する場面

解決の見通しをもち，計画を立てる場面

■撮影しておいた生活事象の前後の写真や動画等を同時に閲覧
することにより，生活の中にある問題を見いだし，一人一人の
知的好奇心を喚起したりする。また，一人一人の問題意識や
気付きをメモに入力し，データを共有することで，課題設定につ
なげる。

■調理や製作における作業工程をクラウド上に保存した動画のURLを子供
たちに一斉送信することにより，情報を共有するとともに，情報を一人一
人の端末に保存し，繰り返し動画を閲覧することで，知識及び技能の習
得につなげる。

■クラウド上に保存してある過去の作品や作り方の詳細な写真
や動画データを繰り返し閲覧し，活用することにより，一人
一人の調理・製作等の立案につなげる。

文部科学省：家庭，技術家庭（家庭分野）の指導におけるICTの活用について

家庭科，技術・家庭科（家庭分野）の指導におけるICT活用について

課題解決に
向けた実践
活動

実践活動の
評価・改善



生活の課題
発見

解決方法の
検討と計画

課題解決に
向けた実践
活動

実践活動の
評価・改善

家庭・地域
での実践

家庭科，技術・家庭科（家庭分野）の指導におけるICT活用について

生活に関わる知識及び技能を活用して調理・製作等の実習や調査・交流活動などを行う場面

■各自が収集した情報（作品等の写真，動画データ）を保存することにより，それらを活用して解決方法
を検討できるようにする。

■試行錯誤した足跡を残すことで，自己の変容を自覚できるようにする。
■互いの実習する様子を撮影し保存することで，各自の技能や言動を可視化し，技能の習得状況の把握

や自己評価・改善に生かすことができるようにする。

実践した結果を評価・改善したり，改善策を検討したりする場面

■撮影した動画により，自己の実習等の様子（言動）を振り返り，自己理解や自己評価・改善に生かすこと
ができるようにする。

■課題の振り返りを保存することで，自己の成長や思考の変容の様子を確認することができるようにする。

解決の見通しをもち，計画を立てる場面

■家庭や地域での実践の様子について，写真や動画での撮影，保護者からのコメントなどを保存し，その情
報を共有することで，具体的な説明につなげたり，実践の改善に生かしたりすることができるようにする。

■学習支援ソフトの一覧表示する機能を活用することで，自己評価，相互評価に生かすことができるようにす
る。

一連の学習過程の中で効果的にＩＣＴを活用する

文部科学省：家庭，技術家庭（家庭分野）の指導におけるICTの活用について



文房具の一部として，タブレット端末を利用する

活用する場面を吟味する

・メモする ・記録する ・写真に撮る ・動画を撮影する ・協働学習 ・意見交換
・調べる ・比べる ・発表する ・振り返り ・繰り返し学習 ・個別に 等

・目標を達成させるために，どこで使用すれば効果的か。心をゆさぶる場面をイメージ。
・活用しない方が効果的なこともある！→直接見る、触る、等

（１）家庭科の目標を達成させるために，タブレットPCを活用する。

（２）タブレット端末を効果的に活用する場面をイメージする。

家庭科，技術・家庭科（家庭分野）の指導におけるICT活用について

「タブレット端末を使用すること」が目的になっていませんか？

【児童・生徒】

【 先 生 】

家庭科，技術・家庭科（家庭分野）で育成を目指す資質・能力とＩＣＴの関係性を理解する



令和６年度_C32_家庭科教育講座の様子

問題解決的な学習の一連の学習過程に沿って記録させるために，タブレットPCを活用する場面の例
■被服製作

中学校家庭科
【内容のまとまり】B 衣食住の生活
（５）生活を豊かにするための布を用いた製作
イ 資源や環境に配慮し，生活を豊かにするために布を用い
た物の製作計画を考え，製作を工夫すること。

①先生主導の被服製作を体験

②授業の流れやそれに沿ったワークシート、ICT活用を考える

小・中学校とも製作計画
を考え、製作を工夫する
ことを求めている。
問題解決的な学習の流
れで被服製作をさせるた
めには、どのようなワーク
シートがあれば効果的だ
ろうか。

問題解決的な学習の流
れを汲んで被服実習を
したことがないという先
生方。まずはいつものよ
うに、先生主導の製作実
習を体験してみた。

・安全な用具の使い方を、動画や
画像で示すことで、視覚的に確認
できるようにする。
・被服実習では、事前に撮影した
動画や画像を繰り返し表示するこ
とで、授業時の師範は最低限にす
ることができる。児童生徒も自分
の作業に合わせて動画や画像を
見ることができるので、効率的に
作業を進めることができる。

(２)の目標は、
習得した「知識・
技能」を活用し、
「思考力・判断
力・表現力等」
を育成すること
で、課題解決す
る力を養うことを
示している。

中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 技術・家庭編より
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問題解決的な学習の一連の学習過程に沿って記録させるために，タブレットPCを活用する場面の例

小学校
「修学旅行で使用できるバッ
グ」をテーマに、何を入れるの
か、どのような形であれば使
いやすいのか、を個人の課題
とすればどうだろう？

中学校
まず全員同じバッグを作り、
縫い方の基礎的・基本的な
知識・技能を身に付けさせる。
その後、大きさ・形、あったら
便利な機能(バッグinバッグ、
ポケット等)を考えさせるとど
うだろう？

Googleスライド

小学生に各自調べて記入させ
るのは難しい。考えさせながら
並べ替えはできるのでは？

発表時
毎時間の記録同様
Googleスライドで
報告。
※各自の課題を踏
まえてまとめる。

毎時間の記録はデータで残
す。写真を張り付けて、進
捗状況と次時の作業内容を
報告。
ポートフォリオ
ex）Googleスライド


